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リヨンセンター公募共同研究のしおり 

 
東北大学流体科学研究所公募共同研究における諸手続について、下記により遺漏のない

ようよろしくお取り計らい願います。 
 
１ 採択結果通知  

  採択結果は、「申請者（研究代表者）」、「所内対応教員」、「所外対応研究者」に

対してのみ、電子メールで通知いたします。共同研究者、所属機関の長及び関係者への

ご連絡等は、申請者（研究代表者）から行なって下さい。 
 
２ 東北大学流体科学研究所共同研究員の委嘱 

  採択された場合、所外の参加者（以下「所外研究者」という。）は、全員「東北大学

流体科学研究所共同研究員」として委嘱いたします。これにより、共同研究遂行上必要

な場合は、所内の施設・設備等を所員に準じて利用することができます。委嘱期間は公

募共同研究の実施期間内となり、その間、流体科学研究所の諸規則を所員に準じて遵守

していただきます。なお、委嘱依頼は、個別には行っておりませんのでご了承ください。 
 
３ 研究経費等 

  公募共同研究に必要な旅費、消耗品等の経費は、採択金額の範囲で本研究所が措置し

ます。経費を使用する場合の手続きは、次のとおりお願いします。 
  なお、経費を使用する場合は、東北大学会計規程等の学内規則に基づいて執行される

ことになります。 
（１）旅費 

 １）旅費について 

旅費は原則として所外共同研究者が来所（片平地区、リヨン地区）する場合、および

リヨンセンター行事への参加の場合のみ支給されます。 
 旅費の使用は、申請の範囲内で、所内対応教員を通して行なって下さい。 

  なお、旅費の使用に当たっては、申請内容に従い予算の範囲内で計画して下さい。 
また、本研究所への出張に際して、原則、所外研究者及び所属長に対する文書での

「出張依頼」は行ないませんが、事務手続き上、必要とする場合は、事前に所内対応教

員を通じて総務係へご連絡下さい。 
 

 ２）旅費の請求手続きについて 

 ・所内対応教員は、所外研究者が来所する際に、当該旅行に係る「旅行計画書」及び

「旅行報告書・旅費精算書」をご準備下さい。 
 ・「振込依頼書」は、振込先金融機関の確認に必要ですので、所外研究者で初めての方

及び振込先に変更があった場合に、その都度提出して下さい。 
 
 ３）旅費の計算 

  旅費は東北大学旅費規程に基づき、予算の範囲内で支給します。 
 
 ４）旅費の支給 

  旅費は、原則として精算払い（旅行した事実を確認した後の支払い）で、「旅行報告

書・旅費精算書」が提出された日から３～４週間後に、来所者本人の指定口座に振り込

まれます。 
 
 
 



 

 ５）航空機の利用について 

  航空機を利用した場合は、「航空運賃の支払いを証明する書類」の添付が必要ですの

で、以下の書類を提出下さい。 
  なお、割安航空券（パック旅行を含む。）を利用することは差し支えありません。 
【航空賃のみの場合】 

  ① 領収書：搭乗者の氏名、金額、搭乗月日、搭乗便名が記載されたもの 
  ② 搭乗券の半券（往復分） 
 【パック旅行の場合】 
  ③ 上記①、②の他に、宿泊日、食事の有無が記載された明細書等 
 
 ６）海外からの所外研究者について 

海外から来られる所外研究者は、原則的に概算払い（旅行が終了する前の支払い）に

なります。旅行計画書と航空券等の領収書の写しを遅くとも３週間前までに総務係へ提

出してください。（上記領収書の原本及び搭乗券の半券は、来所時に提出してくださ

い。） 
 

（２）消耗品等経費 
共同研究を実施するにあたり必要となる消耗品等については、申請の範囲内で、所内

対応教員を通じて購入して下さい。 
なお、購入した消耗品等の物品は原則、研究実施場所である流体科学研究所内（片平

地区、リヨン地区)で使用していただくことになります。 
 

４ 共同研究成果報告書の提出等について 

 （１）共同研究成果報告書の提出 

研究代表者は、本年度の研究終了後、共同研究成果報告書の様式をウェブサイトより

ダウンロードして作成し、公募共同研究申請サイトから、２０２２年４月３０日までに

提出して下さい。 

 （２）研究成果の発表と謝辞の記載 

    共同研究の成果論文は共著として発表して下さい。論文には、「東北大学流体科学研

究所における公募共同研究による」旨の文章を謝辞に記載して下さい。 

  なお、英文の場合には以下の文例を参考にして下さい。 

   Part of the work was carried out under the Collaborative Research Project of 

the Institute of Fluid Science, Tohoku University. 

      This conference was partially supported by the Collaborative Research Project 

of the Institute of Fluid Science, Tohoku University. 

 

５ 研究成果報告会 

詳細については、後日、お知らせいたします。 
 

６ 宿泊施設 

   本研究所には宿泊施設はありませんが、情報提供等のお手伝いを致しますので、ご要

望がありましたら所内対応教員までご連絡下さい。 

 

連絡先：東北大学流体科学研究所 共同研究担当 

〒980-8577 仙台市青葉区片平２丁目１－１ 

 

E-mail: ifs-kyodo@grp.tohoku.ac.jp  

以 上 


